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藷 - ik (3No: 芝 )2/3, I-去橿藍 (17,
のような関係が得られる｡バイエルス不安定性を起こす候補としてルビジウム同位体によるボーズ･
フェルミ混合系87Rh 84Rbが挙げられる｡これらの原子間には比較的大きなボーズとフェルミ粒子
の散乱長(abf-29･1【nm】)を持つとされている【31｡十分に異方性の強いトラップ (LJ,/wz-1500)
においては､凝縮体とフェルミ粒子の粒子数がそれぞれNf-103,No-2×104の場合には条件
(16)を満足する事が確認された｡この結果は平均場近似を基礎として得られた結果であるので低
次元で重要な揺らぎの効果､および現実の1次元導体のバイエルス転移で重要な役割を果たしてい
る3次元性の効果については今後議論しなければならない｡
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